
第４０回黒部川ダム排砂評価委員会

資料－２－①

平成２５年６月連携排砂、平成２５年８月連携通砂 及び
平成２５年８月細砂通過放流に伴う環境調査結果について
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調　査　内　容
　  ▼排砂Ｇ開 ▼水位低下開始
（ダム放流開始） 排砂ゲート全閉▼  排砂後の措置完了▼

　自然流下

　▼水位低下開始

　　▼排砂Ｇ開
排砂ゲート全閉▼

　　自然流下

連　　続　　観　　測

体制が整ってから3h毎 毎　正　時 6h毎
　 ● ● ● ●●●●●●●●●●●● ●

体制が整ってから3h毎 毎　　正　　時
 ● ● ● ● ● ●●●●●●●●●●●●●   ●　 ●

体制が整ってから3h毎 　毎　　正　　時 6h毎
 ● ● ● ● ● ● ● ● ●●●●●●●●●●●●●  ●

体制が整ってから3h毎 　毎　　正　　時 6h毎
 ● ● ● ● ● ● ● ● ●●●●●●●●●●●●●  ●

●　●　●　●　●　●　●　●

体制が整ってから適宜
連　　続　　観　　測
（３０分インターバル）

  この間の日中で３回測定

　（9:00､13:00､17:00）

出し平ダム 宇奈月ダム
自然流下中 自然流下中

※特記事項
　①排砂後の措置中の宇奈月ダムから下流の河川域の水質調査については、自然流下中調査に準じた頻度で実施する。

　②抑制策中の海域水質調査については、排砂・通砂中に準じた頻度で実施する。
　③排砂・通砂中のDO測定にはDOメーターを併用する。
　④魚類調査における調査地点は上表を基本とするが、実施に際しては河川状況に応じて決定する。
　⑤細砂通過放流における環境調査は、出し平ダム直下、宇奈月ダム下流、海域C点、Ｐ－１２点で濁度連続観測を行う。
　　なお、連続濁度計が故障し、細砂通過放流の実施時に使用不可となった場合には、代替の計測方法・地点にて環境調査を実施する場合がある。

　　⑥排砂・通砂が中止となった場合は、実施機関で状況を総合的に判断し、その後の適切な環境調査の実施を行う。
　⑦排砂期間中、各種対策後に全区間測量ができなかった場合、９月に全区間測量を実施する。
　⑧当該年度の土砂堆積調査については、過去調査実績最大排砂量を目安として実施を判断する。
　⑨５月測量後に、５月出水として既往最大程度の出水があった場合は、当面の間再測量を実施する。

● －水温､塩分､pH､COD､DO､SS

（代表４地点）Ａ点､Ｃ点､河口沖､生地鼻沖 ●

外観､臭気､粒度組成､pH､COD､T-N､T-P､ORP､
硫化物

－－

－

－

● ● －

☆

●

●

●

２ヶ所 出し平ダム直下、宇奈月ダム下流

●

●

●

☆

濁度連続観測
⑤

調　　査　　内　　容

水温､pH､COD､DO､SS

●

●

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

☆：排砂・通砂中に準ずる

－ ☆：排砂・通砂中に準ずる

☆：排砂・通砂中に準ずる

☆：排砂・通砂中に準ずる

☆：排砂・通砂中に準ずる－

●

Ａ点､Ｃ点､河口沖､生地鼻沖､荒俣魚礁､地引網漁場､横山沖､赤川沖

（代表４地点）Ａ点､Ｃ点､河口沖､生地鼻沖

出し平ダム湛水池内

宇奈月ダム湛水池内

－

●

底
質
調
査

海　域

２ヶ所

水
生
生
物

４ヶ所

２ヶ所
河　川

用水路 ３ヶ所

海　域

測
量

ダ　ム

監
視

全　　　体
39断面

29断面

１ヶ所
ダ　ム

ダ　ム

河　川 ３ヶ所

２ヶ所

４ヶ所

８ヶ所

横断測量 ★

●

●

★横断測量

宇奈月ダム堆砂測量

出し平ダム堆砂測量

１ヶ所

－

出し平ダム

下黒部橋、四十八ヶ瀬大橋

山彦橋（宇奈月ダム直下）､下黒部橋

黒部漁港内､荒俣魚礁､地引網漁場､底刺網漁場､小型底引網2､
小型底引網3､ﾜｶﾒ漁場､飯野定置4､飯野定置2､ﾊﾞｲ･ｺﾞﾁ漁場､
吉原沖､横山沖､赤川沖､泊沖､宮崎沖､境沖

その他（猫又、黒薙川） 水温､pH､DO､濁度､SS､BOD､COD､T-N､T-P －

●

●

－

－

6h毎

●

この間の日中で３回測定

（9:00､13:00､17:00）

●

●

●

排
砂
・
通
砂
１
日
後

－

●

－

●

●

定
期
調
査
∧
11
月
∨

－

●COD､SS

備　　　考

定
期
調
査
∧
９
月
∨

定
期
調
査
∧
５
月
∨

●

抑
制
策
中
∧
９
月
∨

直　　前 排砂･通砂中(排砂ゲート開～排砂･通砂後の措置完了１日後)

宇奈月ダム

ＩＴＶによるビデオ撮影 －

－

●

●

●

●

黒部川水系及び近隣河川流域（近隣河川は海域のみ）

１ヶ所 出し平ダム湛水池内（水深方向２層<表･底層>）

２ヶ所

21ヶ所

４ヶ所

４ヶ所 （代表４地点）Ａ点､Ｃ点､河口沖､生地鼻沖

山彦橋（宇奈月ダム直下）
（排砂中の速報は、宇奈月ダム直下の濁度とＤＯ）

飯野用水、下山用水、黒西副水路

－

－

●12月

２ヶ所

－

－

－

－

ヘリコプターによるビデオ･写真撮影

ＩＴＶによるビデオ撮影

● －

－ －

●●－

－

●

－

●

●

●

河　川

外観､臭気､粒度組成､pH､COD､T-N､T-P､ORP

●

●

●

－

（代表１地点）Ｃ点、Ｐ－１２点 濁度連続観測

調　　査　　項　　目　・　地　　　点

項　　目

宇奈月ダム湛水池内（水深方向２層<表･底層>）

地　　　　　点　　　　　名

ダ　ム

水
質
調
査

海　域

1ヶ所 愛本

１ヶ所 ☆

－

☆

石田沖、P-2、P-4、P-6、P-9、C'点、P-10、P-12、P-15、P-16、P-
17、P-19、吉原15、P-20、横山20、M-8、M-10、赤川沖、泊沖、宮崎
沖、境沖

山彦橋（宇奈月ダム直下）､愛本、下黒部橋

魚類､底生動物､付着藻類､ｸﾛﾛﾌｨﾙa

１ヶ所

１ヶ所

水温､pH､BOD､COD､DO､SS､濁度､T-N､T-P､SS粒度
（BOD､CODは３時間毎でDO最小付近は１時間毎）
（濁度は、全地点）
（T-N､T-P､SS粒度は排砂中５回）

１ヶ所 下黒部橋

出し平ダム直下
（排砂中の速報は、出し平ダム直下の濁度とＤＯ）

16ヶ所

底生動物(ﾏｸﾛﾍﾞﾝﾄｽ)

外観､臭気､粒度組成､pH､COD､T-N､T-P､ORP､
硫化物

魚類

動･植物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ､ｸﾛﾛﾌｨﾙa

堆積量

外観､臭気､粒度組成､pH､COD､T-N､T-P､ORP､
硫化物､強熱減量

●

●

－ ●

－ ●

－

－ ★：速やかに実施

●12月

原則　排砂時のみ実施

●

－

－

－

●

－

★：速やかに実施

●

－

●

●

－

●

●

－

－

☆

－

－

－

－

－

⑦

出し平ダム

宇奈月ダム

連　　　続　　　監　　視

連　　　続　　　監　　視

８月

※資料１に掲載
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ダム湛水池 水質

【凡例】
５月排 通 ９月

平 # # # #
H2 # # # #
H2 # # # #
H2 # # # #

※破線は、その間の調査が実施されなかったことを示す。

５月　　排砂後　　通砂後　 ９月 ５月　　排砂後　　通砂後　 ９月

５月　　排砂後　　通砂後　 ９月 ５月　　排砂後　　通砂後　 ９月 ５月　　排砂後　　通砂後　 ９月 ５月　　排砂後　　通砂後　 ９月

５月　　排砂後　　通砂後　 ９月 ５月　　排砂後　　通砂後　 ９月

５月　　排砂後　　通砂後　 ９月 ５月　　排砂後　　通砂後　 ９月

D
O

飽
和

率
(%

)

D
O

飽
和

率
(%

)

D
O

(m
g/

L)

D
O

(m
g/

L)

５月　　排砂後　　通砂後　 ９月

５月　　排砂後　　通砂後　 ９月 ５月　　排砂後　　通砂後　 ９月

S
S

(m
g/

L)

S
S

(m
g/

L)

C
O

D
(m

g/
L)

C
O

D
(m

g/
L)

５月　　排砂後　　通砂後　 ９月５月　　排砂後　　通砂後　 ９月

（１）出し平ダム湛水池
　・排砂１日後調査時、通砂１日後調査時のSSは、表層・底層ともに５月調査時と比べて高かった。
　・排砂１日後調査時のCODは、表層・底層ともに５月調査時と比べてやや低く、通砂１日後調査時は高かった。
　・No.1表層の９月調査時を除き、DO飽和率は、100%以上であった。
　　また、DOは、湖沼AA類型の基準内（DO≧7.5mg/l）であった。

No.1　表層 No.1　底層

（２）宇奈月ダム湛水池
　・排砂１日後調査時のSSは、表層・底層ともに５月調査時と比べてやや高かった。
　・排砂１日後調査時のCODは、５月調査時と比べて表層は同等、底層はやや低かった。
　・排砂１日後調査時のDO飽和率は、100%以上であった。また、DOは、湖沼AA類型の基準内（DO≧7.5mg/l）であった。
　・通砂１日後調査時のSSは、排砂１日後調査時と比べて高かった。
　・通砂１日後調査時のCODは、排砂１日後調査時と比べて高かった。
　・通砂１日後調査時のDO飽和率は、100%以上であった。また、DOは、湖沼AA類型の基準内（DO≧7.5mg/l）であった。

５月　　排砂後　　通砂後　 ９月 ５月　　排砂後　　通砂後　 ９月

20.8K　表層 20.8K　底層

採水地点

宇奈月ダム湛水池水質調査位置図

20.8K

採水地点

出し平ダム湛水池水質調査位置図
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H24年度までの各既往調査時における観測値の最大値

H24年度までの各既往調査時における観測値の最小値

H24年度までの各既往調査時における観測値の平均値

平成25年度調査観測値（数値ラベル付）
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H25排砂
H25通砂予測モデル

H25通砂

H25排砂予測モデル

0.0001

0.001

0.01

0.1

1

10

100.0 1,000.0

平成13年実測値 平成14年実測値

平成15年実測値 平成16年実測値

平成17年実測値 平成18年実測値

平成19年実測値 平成20年実測値

平成21年（排砂時）実測値 平成21年（通砂時）実測値

H22(排砂時)実測値 H22(試験通砂時)実測値

H22(短時間）実測値 H23(排砂時）実測値

H23(通砂時)実測値 H24(排砂時)実測値

H25(排砂時)実測値 H25(通砂時)実測値

Q
w

:流
砂

量
 m

3
/s

Q:流量m
3
/s

500.0

排砂量が少ないケース

ケース②：排砂量が多いケース

河川　水質　上流域（排砂・通砂）

排砂Ｇ 自然流下 自然流下 排砂Ｇ 排砂Ｇ 自然流下 自然流下 排砂Ｇ

開操作開始 開始 完了 全閉 開操作開始 開始 完了 全閉

流入量

放流量

貯水位

6月19日 6月20日 6月21日 8月23日 8月24日

連　携　排　砂 連　携　排　砂

6月19日 6月20日 6月21日 8月23日 8月24日

6月19日 6月20日 6月21日 8月23日 8月24日

出し平ダム直下では、排砂時、通砂時ともに自然流下開始付近で濁り（SS、濁度）、有機物（BOD、COD）、全窒素(T-N)、全りん(T-P)が最大値となった。
猫又は洪水の影響により、まずは右岸で採水し、6月20日10時の測定より目黒橋での採水を開始した。
なお、黒薙では6/19 10:00に濁り（SS、濁度）、有機物（BOD、COD）、全窒素（T-N）、全りん（T-P）が観測最大値を示した。

出し平

ダム

流量

(m3/s)

6月22日 8月25日 8月26日
18:00 12:0018:0012:00 18:00 6:00 12:00 18:00 0:00

９月調査 ５月調査

12:006:00 12:00 18:00 12:00 12:00 6:00 12:00

５月調査 排砂１日後 連　携　通　砂 通砂１日後

6月22日 8月25日 8月26日

９月調査

9月26日

排砂１日後 連　携　通　砂 通砂１日後

SS
(mg/l)

全窒素

(mg/l)

濁度
(度)

全りん

(mg/l)

BOD
(mg/l)

水温
(℃)

5月24日
12:0012:00 18:00 0:00 6:00 18:00 12:00 12:00 18:00 6:00

18:00 6:00

COD
(mg/l)

pH

DO
(mg/l)

12:00 18:000:00 6:00 12:00

DO
飽和率

(%)

5月24日 6月22日
12:00 12:00 12:00 12:00

9月26日8月25日

18:00 12:00 12:00

8月26日

12:0012:0012:00 12:00 18:00 6:00

6:00 12:00 12:0012:00 18:00 18:00 12:00

出し平

ダム

水位
(EL-m)

18:00

0

30,000

60,000

90,000

120,000

150,000

180,000
猫又

出し平ダム直下

黒薙

0
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4

8

12

16

20

0

20

40

60

80

100
猫又

出し平ダム直下

黒薙

0

5

10

15

20

25

30

出し平ダム直下
観測最大値25,000mg/l
[排砂](6/20 21:00)

愛　本 宇奈月ダム直下

出し平ダム直下

黒　薙

猫　又

下黒部橋

黒部川 愛本堰堤 宇奈月ダム

黒薙川

出し平ダム

出し平ダム直下
観測最大値3,040度
[排砂](6/20 21:00)

出し平ダム直下
観測最大値3.5mg/l
[排砂](6/20 21:00)

出し平ダム直下
観測最大値130mg/l
[排砂](6/20 21:00)

出し平ダム直下
観測最大値4.9mg/l
[排砂](6/20 21:00)

出し平ダム直下
観測最大値6.7mg/l
[排砂](6/20 21:00)

出し平ダム直下
観測最大値177,000mg/l
[通砂](8/24 11:00)

出し平ダム直下
観測最大値21,000度
[通砂](8/24 11:00)

出し平ダム直下
観測最大値59mg/l
[通砂](8/24 11:00)

出し平ダム直下
観測最大値1,200mg/l
[通砂](8/24 11:00)

出し平ダム直下
観測最大値85mg/l

[通砂](8/24 11:00)

出し平ダム直下
観測最大値28.7mg/l
[通砂](8/24 11:00)
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河川　水質　下流域（排砂・通砂）

排砂Ｇ開期間：

自然流下： 排砂Ｇ 自然流下 自然流下 排砂Ｇ 排砂Ｇ 自然流下 排砂Ｇ

追加放流： 開操作開始 開始 完了 全閉 開操作開始 全閉

流入量

放流量

貯水位

6月19日 6月20日 6月21日 8月23日 8月24日

連　携　排　砂 連　携　排　砂

6月19日 6月20日 6月21日 8月23日 8月24日 6月19日 6月20日 6月21日 8月23日 8月24日

宇奈月ダム直下では、自然流下開始付近で濁り（SS、濁度）、有機物（BOD、COD）、全窒素(T-N)、全りん(T-P)が最大値となった。
また、下黒部橋では、DO飽和率は自然流下開始前後で100％以下となった。
宇奈月ダム直下では、通砂時において濁り（SS、濁度）、有機物（BOD、COD）、全窒素(T-N)、全りん(T-P)が最大値を観測したのは自然流下前であった。

開始 完了

宇奈月

ダム

流量

(m3/s)

6月22日 8月25日 8月26日
12:00 18:00 12:00 12:00 18:0018:00 0:00

５月調査 排砂１日後

6:0012:00 18:00 6:00 12:00

連　携　通　砂 通砂１日後

6:00 12:00 18:00 12:00 12:00

９月調査

SS
(mg/l)

DO
(mg/l)

濁度
(度)

DO
飽和率

(%)

９月調査 ５月調査 排砂１日後 連　携　通　砂 通砂１日後

BOD
(mg/l)

全窒素

(mg/l)

COD
(mg/l)

全りん

(mg/l)

pH 水温
(℃)

5月31日 6月22日 8月25日 8月26日 9月03日5月31日 6月22日 8月25日 8月26日 9月03日
12:00 12:00 18:00 6:00 12:00 18:00 0:00 6:00 12:00 12:0012:00 18:00 6:00 12:00 18:00 6:00 12:00 18:00 12:00 18:0012:00 12:00 6:00 12:00 18:00 6:00 12:00

宇奈月

ダム

水位
(EL-m)

6:00 12:00 18:00 12:00 12:0012:00 18:00 6:00 12:0018:00 0:00

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

宇奈月ダム直下 愛本 下黒部橋

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

0

250

500

750

1,000

1,250

210

220

230

240

250

260

6.0

7.0

8.0

9.0

0

10

20

30

40

0

200

400

600

800

1,000

6

8

10

12

14

16
宇奈月ダム直下

愛本

下黒部橋

60

80

100

120

140

4

8

12

16

20

0
10
20
30
40
50
60
70

0

5

10

15

20

宇奈月ダム直下
観測最大値23,000mg/l
[排砂](6/21 1:00)

愛　本 宇奈月ダム直下

出し平ダム直下

黒　薙

猫　又

下黒部橋

黒部川 愛本堰堤 宇奈月ダム

黒薙川

出し平ダム

宇奈月ダム直下
観測最大値4,100度
[排砂](6/21 1:00)

宇奈月ダム直下
観測最大値4.3mg/l
[排砂](6/21 1:00)

宇奈月ダム直下
観測最大値140mg/l
[排砂](6/21 1:00)

宇奈月ダム直下
観測最大値13mg/l
[排砂](6/21 1:00)

宇奈月ダム直下
観測最大値6.9mg/l
[排砂](6/20 19:00)

宇奈月ダム直下
観測最大値50,000mg/l
[通砂](8/24 12:00)

宇奈月ダム直下
観測最大値6,600度
[通砂](8/24 8:00)

宇奈月ダム直下
観測最大値33mg/l

[通砂](8/24 12:00)

宇奈月ダム直下
観測最大値840mg/l
[通砂](8/24 12:00)

宇奈月ダム直下
観測最大値47mg/l

[通砂](8/24 12:00)

宇奈月ダム直下
観測最大値19.2mg/l
[通砂](8/24 12:00)
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排砂Ｇ
開操作開始 全閉

流入量

放流量

貯水位

8月30日 8月31日

8月30日 8月31日

細砂通過放流

濁度
(度)

6:00 12:00 18:00 6:00 12:00 18:00

河川　濁度　上流域（細砂通過放流）

出し平

ダム

流量

(m3/s)

出し平

ダム

水位
(EL-m)

6:00 12:00 18:00 6:00 12:00 18:00

0

200

400

600

800

1,000

1,200
出し平ダム直下

0

100

200

300

400

500

300

310

320

330

340

350

水位低下Ｇ開操作
開始 全閉

流入量

放流量

貯水位

8月30日 8月31日

8月30日 8月31日

細砂通過放流

濁度
(度)

6:00 12:00 18:00 6:00 12:00 18:00

河川　濁度　下流域（細砂通過放流）

宇奈月

ダム

流量

(m3/s)

宇奈月

ダム

水位
(EL-m)

6:00 12:00 18:00 6:00 12:00 18:00

0

200

400

600

800
宇奈月ダム直下

0

100

200

300

400

500

210

220

230

240

250

260
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河川 水質［SS粒度組成］

Ｇ FF FF Ｇ Ｇ FF FF Ｇ Ｇ Ｇ Ｇ FF FF Ｇ

構成比 開 始 終 閉 開 始 終 閉 開 閉 SS 構成比 開 始 終 閉 SS
(%) (mg/l) (%) (mg/l)

▲ ▲ ▼ ▲ ▲ ▼ ▲ ▼ ▲ ▲ ▼

Ｇ FF FF Ｇ Ｇ FF FF Ｇ Ｇ Ｇ Ｇ FF FF Ｇ

開 始 終 閉 開 始 終 閉 開 閉 開 始 終 閉

▲ ▲ ▼ ▲ ▲ ▼ ▲ ▼ ▲ ▲ ▼▼

 粘　土 （～0.005mm）  シルト （0.005～0.075mm）  細　砂 （0.075～0.25mm）  中　砂 （0.25～0.85mm）  粗　砂 （0.85～2.0mm） SS

16:3517:25
▼

17:36 20:27

細砂

通過

放流

後

8月
31日

平成２５年６月連携排砂・８月連携通砂・細砂通過放流

９月
排
砂
後

20:23

連　携　通　砂
通
砂
後

細砂通過放流

31日 11日

19:31 0:24

12 15 18 2126日 03 06 0912 15 18 2100 03 06 0912 15 18 21

細砂

通過

放流

後

細砂通過放流

9月
26日03 06 09 12 15 18

通
砂
後

連　携　通　砂

09 12 15
8月
26日 21

8月30日

7:40 15:25
▼

06

18:00

09 18 21
6月19日 6月6月20日 6月21日

00 03
8月24日

00
8月23日

10,000
20,000

4,000

6月20日
181503 06

14:04

00

1803

0

8,000

6月19日
03 06 09 12

連　携　排　砂

21 00

10,000

8,000
6,000
4,000

60

20

40

0

60

100

100

0

0

40

20,000

16,000
12,000

40,000
30,000

5月

0

20

80

12

2,000

0

60

平成２４年６月連携排砂

30,000

９月

▼

18:161:15

40,000

50,000100

03
6月21日6月19日

2106 03 06 09 12

排
砂
後

6:16

20,000

30,000
15,000

0

50,000

40,000
30,000

75,000

6月21日 9月

60,000
45,000

10,000

0

20,000

50,000

20

18 21 23日 10日15

排
砂
後

９月

0

6月 9月

10,000

0

80
60

５月 連　携　排　砂

0918 21 00

100

00

100

80

03

排
砂
後

９月

30,000

40
60
80

20

9日

002112

18:10

15 1806 09

0:50

0

80

40

5月

80

0

20

100

6:30 8:34

129日 15 18 21 00
6月19日 6月20日

03
6月21日

10,000

8月23日
21

8月24日
03

8月
06 09

6月

30,000

6月20日 8月30日 8月 9月
12

80
60
40

5月
23日 10日

0

10,000

8,000
6,000

6月
03 06 09 18

10:5717:30

2112 15

20,000

40

40,000

0

20

0

20
0

100

連　携　排　砂

100 ▼ 50,000
12:22 5:30 17:43 11:25 8/25 01:09

５月

10,000

80 40,000

60 30,000

40 20,000

4,000

80 16,000

60 12,000

40 8,000

4,000

20 2,000

0 0

60

▼

03 09

５月

7:50
100

0:10 6:00

03

60,000

21 22日

80

12 15 18 21

45,000
80
60

75,000

22日31日 15 18 21 06 15

50,000

0

100

0906 1803 15 1809

15,000
40
20

0

下
黒
部
橋

愛
　
本

宇
奈
月
ダ
ム
直
下

0

50,000

20,000

10,000

40,000

40

30,000

15

20

00

猫
　
又

黒
　
薙

0 5月

100 20,000

40

09

出
し
平
ダ
ム
直
下

21 21

20

20
0

100
80
60

15

40

・宇奈月ダムより下流の各地点における粒径は、出し平ダム直下における粒径と比較してやや細かかった。
・宇奈月ダム直下、愛本、下黒部の各地点における粒径は、平成２４年度の観測値と比較する大きな変化は見られない。
・猫又、黒薙では、排砂時の粒度組成に大きな時間的変化はみられない。
・全ての地点において、通砂時における粒度は排砂後と比較してやや細かかった。

12

５月 連　携　排　砂

60

150612

Ｇ開▲：排砂ゲート開操作開始、　　　Ｇ閉▼：排砂ゲート全閉
FF始▲：自然流下開始、　　　　　　　FF終▼：自然流下完了
Ｇ開▲：水位低下用ゲート開操作開始、Ｇ閉▼：水位低下用ゲート全閉

0

24日 15 18 0606 1809 12

○39,000177,000○

○31,00026,000○
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海域水質のSS・COD・DO観測値比較

Ｃ点 Ａ点 河口沖 生地鼻沖 Ｃ点 Ａ点 河口沖 生地鼻沖 Ｃ点 Ａ点 河口沖 生地鼻沖 Ｃ点 Ａ点 河口沖 生地鼻沖

【凡例】
排砂 通砂 排砂 通砂

300 200 300 200

500 400 H24年度までの既 往排砂時（左）ま たは通砂時（右）に おける観測最大値の最 大値 500 400

100 50 H24年度までの既 往排砂時（左）ま たは通砂時（右）に おける観測最大値の最 小値 100 50
250 150 H24年度までの既 往排砂時（左）ま たは通砂時（右）に おける観測最大値の平 均値 250 150

＜棒グラフ＞

左：H25.6連携排砂時

右：H25.8連携通砂時

（DOは観測最小値）

▲110

DO飽和率(%)[DO観測最小時]SS(mg/L) COD(mg/L)

河口沖の通砂時における観測値を除き、全地
点で、排砂時の観測最大は、同様の時期に採
水した既往排砂時の範囲内であった。

全地点で、排砂時の観測最大は、同様の時期
に採水した既往排砂時の範囲内であった。

DO(mg/L)[観測最小値]

○ＳＳ ○ＣＯＤ ○ＤＯ

各地点とも、観測時点の飽和率は90%以上で
あった。

N

入　善　町

-250

-150

-50

黒　部　市

0 5 10km

Ｃ点

生地鼻沖

河口沖

Ａ点

国土交通省 宇奈月ダム

29 21 11 11

1,900
2,600

90 330

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

10.0
18.0

2.1 3.2 3.1 6.0 3.4 2.8
0

20

40

60

80

100

9.1

7.7

7.2
7.2

8.1

7.5

7.6

7.3

6

8

10

12

14

105

95

103
102

106

91

105
105

60

80

100

120

140

160

H24年度までの既往排砂時（左）または通砂時（右）における観測最大値の最大値

H24年度までの既往排砂時（左）または通砂時（右）における観測最大値の最小値

H24年度までの既往排砂時（左）または通砂時（右）における観測最大値の平均値
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排砂Ｇ 自然流下 自然流下 排砂Ｇ 排砂Ｇ 自然流下 自然流下 排砂Ｇ

開操作開始 開始 完了 全閉 開操作開始 開始 完了 全閉

流入量

放流量

貯水位

排砂Ｇ 自然流下 自然流下 排砂Ｇ 排砂Ｇ 自然流下 排砂Ｇ

開操作開始 開始 完了 全閉 開操作開始 全閉

6月19日 6月20日 6月21日 8月23日 8月24日

連 携 排 砂 連 携 排 砂

6月19日 6月20日 6月21日 8月23日 8月24日 6月19日 6月20日 6月21日 8月23日 8月24日
12:00

連　携　通　砂 通砂１日後 ９月調査

8月25日 8月26日 9月13日
12:00 18:00 6:00 12:00

8月25日 8月26日
18:00 12:0012:00 12:00

12:00

12:00 18:00 12:00

宇奈月
ダム
流量

(m3/s)

12:00
6月22日

18:0018:00 12:0018:00

出し平

ダム

流量

(m3/s)

海域 水質（代表４地点）

濁度
(度)

12:00 6:00 12:00

排砂時の宇奈月ダム排砂ゲート開期間中の観測値は、既往の観測値の変動の範囲内であった。
なお、Ｃ点での濁度の自動観測によれば、6/21 3:00に観測最大となっていた。

0:00 6:00

ＳＳ
(mg/l)

５月調査

ＤＯ
(mg/l)

９月調査

18:00 6:00 12:00 18:00

通砂１日後連　携　通　砂

12:00

排砂１日後

9月13日

ＤＯ
飽和率

(%)

ｐＨ

水温
(℃)

18:00
6月22日 6月22日5月15日

18:0018:00

ＣＯＤ
(mg/l)

12:00 18:00 6:000:00 12:00

塩分
(‰)

12:00 12:00 12:00

排砂１日後

12:00
5月15日

18:00 12:00 12:006:00 12:00 0:00 6:00

５月調査

12:00 12:00 18:00 6:00 12:00 18:006:00

出し平

ダム

水位
(EL-m)

宇奈月

ダム

水位
(EL-m)

開始 完了

8月25日

10

14

18

22

26

0

1,000

2,000

3,000

4,000

0

6

12

18

24

30

36

4

6

8

10

12

14

6

7

8

9

60

80

100

120

140

160

0

20

40

60

80

0

600

1,200

1,800

2,400

Ｃ点 Ｐ-１２

Ｃ点

Ａ点

河口沖

生地鼻沖

Ｃ点
観測最大値1,250.9度

[排砂](6/21 3:00)

0

200

400

600

800

1,000

300

310

320

330

340

350

0

250

500

750

1,000

1,250

210

220

230

240

250

260

Ａ

生地鼻

河口

Ｃ

Ｐ-12

▲26.4 ▲26.1 ▲27.0
＊

26.5
＊27.6

＊27.6
＊26.8

Ｃ点
観測最大値2,175.0度
[通砂](8/24 10:30)
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[凡例] ： SS≦10、 ：10＜SS≦50、 ：50＜SS≦100、 ：100＜SS≦1,000、 ：SS＞1,000（mg/l）、 ：欠測

海域 水質［ＳＳ（連携排砂）］ 
 

4

6

4

8

10

2

3 3

4

4

18

13

12

15

35
30

40
21

11

13

30

90

53

90

270
200
270

270

200

270

 
 

3

9

9

6

9

10 7

1 4

4 2

4

1

2 2

3

2

12

37
22

55 67

55 67

370
590

370

590

1,900

1,900

 
 

10

3

8

7

5

4

2 6

4 4

6

2

3 2

6

4

40 36

16

85

99

81

65

85

99

81

400350

400350

 
 

5

8

3

4

6

5

2

1 6

3 2

7

1

2 2

3

2

5

11

11

40

16
28

40

320
200
380

320

200

380

ＳＳ（６月２０日１３時頃）【宇奈月ダム：水位低下中】 ＳＳ（６月２０日１５時頃）【宇奈月ダム：排砂ゲート開操作 開始後】 

ＳＳ（６月２１日９時頃）【宇奈月ダム：自然流下完了後】 ＳＳ（６月２１日１２時頃）【宇奈月ダム：水位回復中】 
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[凡例] ： SS≦10、 ：10＜SS≦50、 ：50＜SS≦100、 ：100＜SS≦1,000、 ：SS＞1,000（mg/l）、 ：欠測

海域 水質［ＳＳ（連携排砂）］ 
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ＳＳ（６月２１日１５時頃）【宇奈月ダム：水位回復完了後】 ＳＳ（６月２２日）【宇奈月ダム：排砂１日後】 
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[凡例] ： SS≦10、 ：10＜SS≦50、 ：50＜SS≦100、 ：100＜SS≦1,000、 ：SS＞1,000（mg/l）、 ：欠測

海域 水質［ＳＳ（連携通砂）］ 
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ＳＳ（８月２４日９時頃）【宇奈月ダム：排砂ゲート開操作 開始後】 ＳＳ（８月２４日１３時頃）【宇奈月ダム：水位低下中】 

ＳＳ（８月２５日９時頃）【宇奈月ダム：排砂ゲート閉操作 完了後】 ＳＳ（８月２６日）【宇奈月ダム：通砂１日後】 



[凡例] ： ＣＯＤ≦2、 ：2＜ＣＯＤ≦3、 ：3＜ＣＯＤ≦8、 ：8＜ＣＯＤ≦30、 ：ＣＯＤ＞30（mg/l）、 ：欠測

-13-

海域 水質［ＣＯＤ（連携排砂）］ 
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ＣＯＤ（６月２０日１３時頃）【宇奈月ダム：水位低下中】 ＣＯＤ（６月２０日１５時頃）【宇奈月ダム：排砂ゲート開操作 開始後】 

ＣＯＤ（６月２１日９時頃）【宇奈月ダム：自然流下完了後】 ＣＯＤ（６月２１日１２時頃）【宇奈月ダム：水位回復中】 
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[凡例] ： ＣＯＤ≦2、 ：2＜ＣＯＤ≦3、 ：3＜ＣＯＤ≦8、 ：8＜ＣＯＤ≦30、 ：ＣＯＤ＞30（mg/l）、 ：欠測

海域 水質［ＣＯＤ（連携排砂）］ 
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ＣＯＤ（６月２１日１５時頃）【宇奈月ダム：水位回復完了後】 ＣＯＤ（６月２２日）【宇奈月ダム：排砂１日後】 
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[凡例] ： ＣＯＤ≦2、 ：2＜ＣＯＤ≦3、 ：3＜ＣＯＤ≦8、 ：8＜ＣＯＤ≦30、 ：ＣＯＤ＞30（mg/l）、 ：欠測

海域 水質［ＣＯＤ（連携通砂）］ 
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ＣＯＤ（８月２４日９時頃）【宇奈月ダム：排砂ゲート開操作 開始後】 ＣＯＤ（８月２４日１３時頃）【宇奈月ダム：水位低下中】 

ＣＯＤ（８月２５日９時頃）【宇奈月ダム：排砂ゲート閉操作 完了後】 ＣＯＤ（８月２６日）【宇奈月ダム：通砂１日後】 
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ダム湛水池　底質
（１）出し平ダム湛水池 （２）宇奈月ダム湛水池

【凡例】

５月排砂通砂９月

平成## ## ## ##
H24## ## ## ##
H24## ## ## 50
H24## ## ## ##

５月　 排砂後　　通砂後 　９月

５月　 排砂後　　通砂後 　９月 ５月　 排砂後　　通砂後 　９月

全
り

ん
(m

g/
g)

全
り

ん
(m

g/
g)

５月　 排砂後　　通砂後 　９月 ５月　 排砂後　　通砂後 　９月 ５月　 排砂後　　通砂後 　９月 ５月　 排砂後　　通砂後 　９月

５月　 排砂後　　通砂後 　９月５月　 排砂後　　通砂後 　９月

C
O

D
(m

g/
g)

全
窒

素
(m

g/
g)

５月　 排砂後　　通砂後 　９月５月　 排砂後　　通砂後 　９月

５月　 排砂後　　通砂後 　９月

宇奈月ダム湛水池　20.8K 宇奈月ダム湛水池　23.8K出し平ダム湛水池　No.1 出し平ダム湛水池　No.3

５月　 排砂後　　通砂後 　９月 ５月　 排砂後　　通砂後 　９月

５月　 排砂後　　通砂後 　９月 ５月　 排砂後　　通砂後 　９月 ５月　 排砂後　　通砂後 　９月

宇奈月ダム湛水池　22.8K

５月　 排砂後　　通砂後 　９月 ５月　 排砂後　　通砂後 　９月 ５月　 排砂後　　通砂後 　９月

C
O

D
(m

g/
g)

COD及び全窒素（T-N）は、両地点とも５月調査時に比較し排砂１日後、通砂１日後とも減少した。
還元性指標（ORP）は５月調査時に比較し排砂１日後、通砂１日後とも酸化傾向を示した。
還元性指標（硫化物）はNo.3地点の９月調査時において既往最高値を観測した。
粒度組成（50%粒径）は、５月調査時に比較し排砂１日後は粗くなっている。
上記の変動の傾向は、平成24年までと同様である。

全
窒

素
(m

g/
g)

宇奈月ダム湛水池　21.8K

CODは、21.8k地点において５月調査、排砂1日後調査共に既往最高値を観測した。
全窒素（T-N）は、５月調査時と比較して、20.8k、21.8k、22.8k地点は排砂1日後は減少した。
全窒素（T-P）は、５月調査時と比較して、20.8k、21.8k、22.8k地点は排砂1日後は減少した。
全窒素（T-P)は、5月調査時に21.8k地点、9月調査時に23.8k地点において既往最高値を観測した。
還元性指標(ORP)は、排砂砂においては21.8k及び22.8k地点、通砂後においては22.8k及び23.8k地点で既往最高値を観測した。
粒度組成（50%粒径）は、全地点において、５月調査時と比較して排砂１日後は粗くなった。

O
R

P
(m

V)

５月　 排砂後　　通砂後 　９月 ５月　 排砂後　　通砂後 　９月

５月　 排砂後　　通砂後 　９月

５月　 排砂後　　通砂後 　９月５月　 排砂後　　通砂後 　９月５月　 排砂後　　通砂後 　９月
O

R
P

(m
V)

硫
化
物

(m
g/

g)

50
%
粒
径

(m
m

)
硫
化
物

(m
g/

g)

50
%
粒
径

(m
m

)

５月　 排砂後　　通砂後 　９月５月　 排砂後　　通砂後 　９月 ５月　 排砂後　　通砂後 　９月

５月　 排砂後　　通砂後 　９月 ５月　 排砂後　　通砂後 　９月 ５月　 排砂後　　通砂後 　９月

５月　 排砂後　　通砂後 　９月

５月　 排砂後　　通砂後 　９月 ５月　 排砂後　　通砂後 　９月

５月　 排砂後　　通砂後 　９月

５月　 排砂後　　通砂後 　９月
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H24年度までの各既往調査時における観測値の最大値

H24年度までの各既往調査時における観測値の最小値

H24年度までの各既往調査時における観測値の平均値

平成25年度調査観測値（数値ラベル付）

608

出し平ダム湛水池底質調査位置図
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宇奈月ダム湛水池底質調査位置図
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0.37 0.35

0.72

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

0.50

0.37 0.37
0.35

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5



-17-

河川　底質 　

【凡例】

５月排砂通砂９月

平成## ##
H24## ##
H24## 50
H24## ##

５月　 　　　　　　　　 ９月

50
%
粒
径

(m
m

)
O

R
P

(m
V

)
全

窒
素

(m
g/

g)

宇奈月ダム直下

５月　 　　　　　　　　 ９月

C
O

D
(m

g/
g)

愛本では、９月調査時においてORPが既往最小値を観測した。

５月　 　　　　　　　　 ９月

下黒部橋

５月　 　　　　　　　　 ９月

全
り

ん
(m

g/
g)

５月　 　　　　　　　　 ９月 ５月　 　　　　　　　　 ９月

愛本

５月　 　　　　　　　　 ９月 ５月　 　　　　　　　　 ９月

５月　 　　　　　　　　 ９月

５月　 　　　　　　　　 ９月

５月　 　　　　　　　　 ９月 ５月　 　　　　　　　　 ９月

５月　 　　　　　　　　 ９月 ５月　 　　　　　　　　 ９月 ５月　 　　　　　　　　 ９月

５月　 　　　　　　　　 ９月
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0.02 0.01
0.0
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2.0
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0.0
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2.0

< 1 < 1
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0.020.03
0.0

0.5

1.0
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2.0

0.353 0.491
0

1
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5

0.439 0.524
0
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0.371 0.152

0

1
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朝　日　町

入　善　町

魚　津　市

滑　川　市

新　潟　県

国土交通省 宇奈月ダム

関西電力 出し平ダム

-250

-150

-50

黒　部　市

0 5 10km

愛本右岸

宇奈月ダム直下

下黒部橋

N

300

200

H24年度までの各既往調査時における観測値の最大値

H24年度までの各既往調査時における観測値の最小値

H24年度までの各既往調査時における観測値の平均値

平成25年度調査観測値（数値ラベル付）
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海域　底質（ＣＯＤ[mg/g]）

※太字は代表４地点

【凡例】
５月排砂通砂９月

平成## ## ## ##
H24## ## ## ##
H24## ## ## 50
H24## ## ## ##

※破線は、その間の調査が実施されなかったことを示す。線は、その間の調査が実施されなかったことを示す。

横山沖

５月調査時の飯野定置２、赤川沖、宮崎沖、吉原沖、排砂１日後調査時のＡ点、通砂１日後調査時のＣ点、Ａ点、生地鼻沖、９月調査時のＡ点を除き、各地点とも既往の観測値の変動の範囲内であっ
た。
また、各地点とも水産用水基準の範囲内（20mg/g以下）であった。
なお、黒部漁港沖の試料はレキが多いため、分析できなかった。

底刺し網漁場内 小型底曳き網３ バイ篭・ゴチ網漁場内 赤川沖

５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月

泊沖 宮崎沖

５月　排砂後　通砂後　９月

小型底曳き網２ 河口沖 Ｃ点

５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月

境沖

飯野沖地引網漁場内２

５月　排砂後　通砂後　９月

５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月

５月　排砂後　通砂後　９月

５月　排砂後　通砂後　９月

５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月

５月 排砂後 通砂後　９月

５月　排砂後　通砂後　９月

５月　排砂後　通砂後　９月

飯野定置４ 吉原沖

５月　排砂後　通砂後　９月

Ａ点 飯野定置２ ワカメ養殖場

黒部漁港沖 生地鼻沖 荒俣沖魚礁

５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月
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H24年度までの各既往調査時における観測値の最大値

H24年度までの各既往調査時における観測値の最小値

H24年度までの各既往調査時における観測値の平均値

平成25年度調査観測値（数値ラベル付）

朝　日　町

入　善　町
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小型底引網3

ﾊﾞｲ･ｺﾞﾁ漁場

Ａ点

吉原沖
横山沖

赤川沖 泊沖

宮崎沖
境沖

地引網漁場
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(5地点)
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(7地点)

東海域
(8地点)

8.5

5.2
0

10

20

30

40

50

6.7 7.7

0

10

20

30

40

50

2.7
6.3

0

10

20

30

40

50

11.0 14.0
10.0

16.0

0

10

20

30

40

50

14.0
10.0

0

10

20

30

40

50

3.5
1.7 0.20 7.5

0

10

20

30

40

50

2.6 3.2 2.3
6.6

0

10

20

30

40

50

0.60 1.2

0

10

20

30

40

50

0

10

20

30

40

50

3.6 3.1 6.6 3.0

0

10

20

30

40

50

2.0 3.7

0

10

20

30

40

50

0.6
2.1

0

10

20

30

40

50

0.4 0.7

0

10

20

30

40

50

0.7 4.1

0

10

20

30

40

50

0.2
0.7

0

10

20

30

40

50

1.1 1.8

0

10

20

30

40

50

2.1 0.3
0

10

20

30

40

50

0.1
<0.1

0

10

20

30

40

50

7.1
8.7

0

10

20

30

40

50

0.3 4.0

0

10

20

30

40

50

欠測

▲63.4

欠測



-19-

海域　底質（Ｔ－Ｎ[mg/g]）

※太字は代表４地点

【凡例】
５月排砂通砂９月

平成## ## ## ##
H24## ## ## ##
H24## ## ## 50
H24## ## ## ##

※破線は、その間の調査が実施されなかったことを示す。線は、その間の調査が実施されなかったことを示す。

横山沖

５月調査時のバイ篭・ゴチ網漁場内、通砂１日後調査時のＣ点、９月調査時のＡ点を除き、各地点とも既往の観測値の変動の範囲内であった。
なお、黒部漁港沖の試料はレキが多いため、分析できなかった。

底刺し網漁場内 小型底曳き網３ バイ篭・ゴチ網漁場内 赤川沖

５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月

泊沖 宮崎沖

５月　排砂後　通砂後　９月

小型底曳き網２ 河口沖 Ｃ点

５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月

境沖

飯野沖地引網漁場内２

５月　排砂後　通砂後　９月

５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月

５月　排砂後　通砂後　９月

５月　排砂後　通砂後　９月

５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月

５月 排砂後 通砂後　９月

５月　排砂後　通砂後　９月

５月　排砂後　通砂後　９月

飯野定置４ 吉原沖

５月　排砂後　通砂後　９月

Ａ点 飯野定置２ ワカメ養殖場

黒部漁港沖 生地鼻沖 荒俣沖魚礁

５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月

300
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H24年度までの各既往調査時における観測値の最大値

H24年度までの各既往調査時における観測値の最小値

H24年度までの各既往調査時における観測値の平均値

平成25年度調査観測値（数値ラベル付）

朝　日　町

入　善　町
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黒　部　市
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ﾜｶﾒ漁場

底刺網漁場
小型底引網2

小型底引網3

ﾊﾞｲ･ｺﾞﾁ漁場

Ａ点

吉原沖
横山沖

赤川沖 泊沖

宮崎沖
境沖

地引網漁場

西海域
(5地点)

北東海域
(7地点)

東海域
(8地点)
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海域　底質（Ｔ－P[mg/g]）

※太字は代表４地点

【凡例】
５月排砂通砂９月

平成## ## ## ##
H24## ## ## ##
H24## ## ## 50
H24## ## ## ##

※破線は、その間の調査が実施されなかったことを示す。線は、その間の調査が実施されなかったことを示す。

５月調査時の底刺し網漁場内、小型底曳き網３、泊沖、宮崎沖、吉原沖、排砂１日後調査時のＡ点、Ｃ点、河口沖、生地鼻沖、通砂１日後調査時のＡ点、河口沖、生地鼻沖、９月調査時の飯野定置２を
除き、各地点とも既往の観測値の変動の範囲内であった。
なお、黒部漁港沖の試料はレキが多いため、分析できなかった。

底刺し網漁場内 小型底曳き網３ バイ篭・ゴチ網漁場内 赤川沖 泊沖 宮崎沖 境沖

５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月

５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月

５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月

５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月

飯野沖地引網漁場内２ Ａ点 飯野定置２ ワカメ養殖場 飯野定置４ 吉原沖 横山沖

５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月

５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月

５月　排砂後　通砂後　９月

小型底曳き網２ 河口沖 Ｃ点

５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月

５月 排砂後 通砂後　９月

黒部漁港沖 生地鼻沖 荒俣沖魚礁

300
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H24年度までの各既往調査時における観測値の最大値

H24年度までの各既往調査時における観測値の最小値

H24年度までの各既往調査時における観測値の平均値

平成25年度調査観測値（数値ラベル付）

朝　日　町

入　善　町

-250

-150

-50

黒　部　市

0 5 10km

N

生地鼻沖
黒部漁港沖

荒俣魚礁

Ｃ点河口沖

飯野定置2

飯野定置4

ﾜｶﾒ漁場

底刺網漁場
小型底引網2

小型底引網3

ﾊﾞｲ･ｺﾞﾁ漁場

Ａ点

吉原沖
横山沖

赤川沖 泊沖

宮崎沖
境沖

地引網漁場

西海域
(5地点)

北東海域
(7地点)

東海域
(8地点)
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海域　底質（ＯＲＰ[mV]）

※太字は代表４地点

【凡例】
５月排砂通砂９月

平成## ## ## ##
H24## ## ## ##
H24## ## ## 50
H24## ## ## ##

※破線は、その間の調査が実施されなかったことを示す。線は、その間の調査が実施されなかったことを示す。

横山沖

各地点とも既往の観測値の変動の範囲内であった。
なお、黒部漁港沖の試料はレキが多いため、分析できなかった。

底刺し網漁場内 小型底曳き網３ バイ篭・ゴチ網漁場内 赤川沖

５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月

泊沖 宮崎沖

５月　排砂後　通砂後　９月

小型底曳き網２ 河口沖 Ｃ点

５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月

境沖

飯野沖地引網漁場内２

５月　排砂後　通砂後　９月

５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月

５月　排砂後　通砂後　９月

５月　排砂後　通砂後　９月

５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月

５月 排砂後 通砂後　９月

５月　排砂後　通砂後　９月

５月　排砂後　通砂後　９月

飯野定置４ 吉原沖

５月　排砂後　通砂後　９月

Ａ点 飯野定置２ ワカメ養殖場

黒部漁港沖 生地鼻沖 荒俣沖魚礁

５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月
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H24年度までの各既往調査時における観測値の最大値

H24年度までの各既往調査時における観測値の最小値

H24年度までの各既往調査時における観測値の平均値

平成25年度調査観測値（数値ラベル付）

朝　日　町

入　善　町
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黒　部　市
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N
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黒部漁港沖
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Ｃ点河口沖

飯野定置2

飯野定置4

ﾜｶﾒ漁場

底刺網漁場
小型底引網2

小型底引網3

ﾊﾞｲ･ｺﾞﾁ漁場

Ａ点

吉原沖
横山沖

赤川沖 泊沖

宮崎沖
境沖

地引網漁場

西海域
(5地点)

北東海域
(7地点)

東海域
(8地点)
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海域　底質（硫化物[mg/g]）

※太字は代表４地点

【凡例】
５月排砂通砂９月

平成## ## ## ##
H24## ## ## ##
H24## ## ## 50
H24## ## ## ##

※破線は、その間の調査が実施されなかったことを示す。線は、その間の調査が実施されなかったことを示す。

横山沖

５月調査時の吉原沖、排砂１日後調査時のＡ点、Ｃ点、通砂１日後調査時のＡ点、９月調査時のＡ点、飯野定置２を除き、各地点とも既往の観測値の変動の範囲内であった。
また、５月調査時のＡ点、排砂１日後調査時のＡ点、通砂１日後調査時のＡ点、９月調査時のＡ点を除き、各地点とも水産用水基準の範囲内（0.2mg/g以下）であった。
なお、黒部漁港沖の試料はレキが多いため、分析できなかった。

底刺し網漁場内 小型底曳き網３ バイ篭・ゴチ網漁場内 赤川沖

５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月

泊沖 宮崎沖

５月　排砂後　通砂後　９月

小型底曳き網２ 河口沖 Ｃ点

５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月

境沖

飯野沖地引網漁場内２

５月　排砂後　通砂後　９月

５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月

５月　排砂後　通砂後　９月

５月　排砂後　通砂後　９月

５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月

５月 排砂後 通砂後　９月

５月　排砂後　通砂後　９月

５月　排砂後　通砂後　９月

飯野定置４ 吉原沖

５月　排砂後　通砂後　９月

Ａ点 飯野定置２ ワカメ養殖場

黒部漁港沖 生地鼻沖 荒俣沖魚礁

５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月
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H24年度までの各既往調査時における観測値の最小値

H24年度までの各既往調査時における観測値の平均値

平成25年度調査観測値（数値ラベル付）

朝　日　町

入　善　町
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海域　底質（50%粒径[mm]）

※太字は代表４地点

【凡例】
５月排砂通砂９月

平成## ## ## ##
H24## ## ## ##
H24## ## ## 50
H24## ## ## ##

※破線は、その間の調査が実施されなかったことを示す。線は、その間の調査が実施されなかったことを示す。

横山沖

５月調査時の吉原沖、通砂１日後調査時の代表４地点、９月調査時のＡ点、吉原沖を除き、各地点とも既往の観測値の変動の範囲内であった。
なお、黒部漁港沖の試料はレキが多いため、分析できなかった。

底刺し網漁場内 小型底曳き網３ バイ篭・ゴチ網漁場内 赤川沖

５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月

泊沖 宮崎沖

５月　排砂後　通砂後　９月

小型底曳き網２ 河口沖 Ｃ点

５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月

境沖

飯野沖地引網漁場内２

５月　排砂後　通砂後　９月

５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月

５月　排砂後　通砂後　９月

５月　排砂後　通砂後　９月

５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月

５月 排砂後 通砂後　９月

５月　排砂後　通砂後　９月

５月　排砂後　通砂後　９月

飯野定置４ 吉原沖

５月　排砂後　通砂後　９月

Ａ点 飯野定置２ ワカメ養殖場

黒部漁港沖 生地鼻沖 荒俣沖魚礁

５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月
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H24年度までの各既往調査時における観測値の最大値

H24年度までの各既往調査時における観測値の最小値

H24年度までの各既往調査時における観測値の平均値

平成25年度調査観測値（数値ラベル付）

朝　日　町

入　善　町
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ﾜｶﾒ漁場

底刺網漁場
小型底引網2

小型底引網3

ﾊﾞｲ･ｺﾞﾁ漁場

Ａ点

吉原沖
横山沖

赤川沖 泊沖

宮崎沖
境沖

地引網漁場

西海域
(5地点)

北東海域
(7地点)

東海域
(8地点)
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用水路 堆積量

※赤破線の5m区間（上流区間、下流区間の10m区間）が調査対象区間である。

調査地点位置図

※赤破線の5m区間（下流区間のみ）が調査対象区間である。

江
浚
前
状
況
（
９
月
）

【調査内容】
平成24年までの調査と同様に、用水路の一定区間において平成25年５月及び９月に堆積土砂を採取し、前回の調査時以降に同区間に堆積した土砂の重量を測定することにより、対
象区間における平均堆積厚を求めた。
なお、９月調査時の飯野用水においては堆積土砂量が他の２地点に比べ、非常に多かった。
【調査結果】
平成24年9月～平成25年5月、平成25年5月～9月の間の堆積量は飯野用水を除きいずれもほぼ1mm未満であった。

　　※平均堆積厚＝土砂重量／（調査区間面積×土粒子密度）
　　　　　　　ただし、「土粒子密度」は、H17.5調査時からH19.5（またはH19.9）調査時の平均値による。

下山用水 飯野用水 黒西副水路

平
均
堆
積
厚

(mm)

江
浚
前
状
況
（
５
月
）
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･  H25.5～H25.9
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河川　魚類

５月 ９月 １１月 ５月 ９月 １１月
【凡例】 ５月 ９月 １１月 出し平ダムにおける流下土砂量 【単位:約万m3

】

平成300 350 330 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25
H24年500 550 530 172 80 46 34 70 59 6 9 28 51 24 12 35 37 16 39 44 18
H24年100 150 130 16 2 5 -24 -12
H24年250 380 280 ※マイナスは堆積を示す。

H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

構成比

(山彦橋＋下黒部橋)

(山彦橋＋下黒部橋)

種類別

採　取

種数

構成比

山彦橋、下黒部橋ともに、５月調査においては既往の種数最高観測値と並ぶ高い値が確認された。
山彦橋で確認された種は、ウグイ、ニッコウイワナ、ヤマメ、カジカであり、５月、９月調査は４種、１１月調査は３種が確認された。
下黒部橋で確認された種は、ウグイ、ドジョウ、アユ、ヤマメ、トミヨ属淡水型、カマキリ、カジカ中卵型及びハゼ科の魚種等であり、５月調査では１７種、９月調査は１３種、１１月調
査では１４種が確認された。

山彦橋

個体数
[放流魚種含

む]

種数
[放流魚種含

む]

排砂量

１１月調査

土砂変動量

９月調査

種類別

採　取

下黒部橋

個体数

５月調査

朝　日　町

入　善　町

魚　津　市

滑　川　市

新　潟　県

国土交通省 宇奈月ダム

関西電力 出し平ダム
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H24年度までの各既往調査時における観測値の最大値

H24年度までの各既往調査時における観測値の最小値

H24年度までの各既往調査時における観測値の平均値

平成25年度調査観測値（数値ラベル付）
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※ 愛本流量は暫定値
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調査目的：連携排砂がアユ等魚類の肥満度や生息環境に与える影響を把握するために、連携排砂を実施していない常願寺川をリファレンスサイト
として、魚類採捕に関する調査を実施した。

（1）調査位置

（2）調査地点概要及び調査実施日

4.リファレンスサイトとの比較（常願寺川との比較）

黒
部
川常

願
寺
川

流域範囲

黒部川と黒部川と

常願寺川位置図常願寺川位置図

黒部川 下黒部橋（5.8）

河 川 概 要

河川
調査
地点

距離
左右岸

河床勾配
Ib

代表粒径
d60

H25主な出水（流量は暫定値）
黒部川：愛本観測所

常願寺川：大川寺観測所

調 査
実施日

流域面積
河床勾配

Ib 比流量m3/s･100㎢幹川流路延長

支川数

黒部川

下黒部橋
0.0～
0.8k 右岸

約1/213 （0.0～1.0k）
出典：①黒部川水系 河川整備基本方針

技術関係資料

平均68.6mm（58.8～78.4mm）

※現地にて面積格子法より算定
①6/19：約1253m3/s（連携排砂）

②8/23：約924m3/s（連携通砂）

③8/1：約624m3/s

④8/30：約530m3/s（細砂通過放流）

①5/27

②6/12

③6/28 (排砂1週間後）

④7/12

⑤7/20

⑥8/7

⑦8/20

⑧8/30（通砂約1週間後）

計8回

682㎢

85km

25

山地部：
約1/5～1/80

扇状地部：
約1/100

豊：9.1、平：1.8、低：0.8、渇0.6
※愛本（河口からの距離13.4k、観測

所地点流域面積667㎢）H17～H21
平均・欠測除く

四十八ヶ瀬
大橋

2.0～
3.2k 左岸

約1/149 （1.0～3.2k ）
出典：①黒部川水系 河川整備基本方針

技術関係資料

平均73.4mm（62.3～84.5mm）

※現地にて面積格子法より算定

常願寺川

新幹線橋梁 5.1～6.0k
約1/205 （5.3～7.1k）
出典：②常願寺川水系 河道計画技術資料

平均52.8mm（43.7～61.9mm）

※現地にて面積格子法より算定
①8/23：約789m3/s（今夏最大）

②6/19：約747m3/s

③7/29：約613m3/s

④7/7：約471m3/s

368㎢

56km

48

山地部：
約1/30

扇状地部：
約1/100

豊：3.4、平：1.5、低：0.6、渇0.2
※大川寺（河口からの距離18.7k、観

測所地点流域面積350㎢）H17～
H21平均・欠測除く常盤橋 7.1～8.0k

約1/130 （7.1～8.4k）
出典：②常願寺川水系 河道計画技術資料

平均78.3mm（69.2～89.8mm）

※現地にて面積格子法より算定

黒部川黒部川

四十八ヶ瀬大橋
（2.0～3.2k付近）

下黒部橋
（0.0～0.8k付近）

常願寺川常願寺川 常盤橋
（7.1～8.0k付近）

新幹線橋梁
（5.1～6.0k付近）

黒部川 四十八ヶ瀬大橋（5.8）常願寺川 新幹線橋梁（5.8） 常願寺川 常盤橋（5.8）

下黒部橋 四十八ヶ瀬大橋

新幹線橋梁 常盤橋
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下黒部橋① 下黒部橋② 新幹線橋梁① 新幹線橋梁②

シルト 細砂 中砂 粗砂 細礫 中礫粘土 粗礫

新幹線橋梁

dR=①43.7、②61.9

下黒部橋

dR=①58.8、②78.4
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0.00 0.01 0.10 1.00 10.00 100.00 1000.00 
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面積格子法を用いた粒径加積曲線

四十八ヶ瀬大橋① 四十八ヶ瀬大橋② 常盤橋(当初：右岸)①

常盤橋(当初：右岸)② 常盤橋(変更：左岸)① 常盤橋(変更：左岸)②

シルト 細砂 中砂 粗砂 細礫 中礫粘土 粗礫

常盤橋

dR=右岸①73.8、右岸②69.2

左岸①89.8、左岸②80.5

四十八ヶ瀬大橋

dR=①84.5、②62.3

4.リファレンスサイトとの比較（常願寺川との比較）

調
査
期
間
中
に
お
け
る
流
況

と
出
水
発
生
状
況

黒 部 川 常 願 寺 川

・常願寺川は黒部川よりも概ね4～6℃程度、同時期の水温が高い。
・常願寺川は1日の温度変化が5～7℃程度あるが、黒部川は特に上流の四十八ヶ瀬大橋で水温変化が3～4℃小さく、低水温で維持されている。

水
温
（
水
温
ロ
ガ
ー
に

よ
る
継
続
計
測
）

下流域

黒部川：下黒部橋

常願寺川：新幹線橋梁

調査期間中
の水温差：
約14℃

※アユの生育最適温度：20～25以下

上流域

黒部川：四十八ヶ瀬大橋

常願寺川：常盤橋

粒 度 組 成 （比 較 地 点 ご と）

下黒部橋の対象となる
新幹線橋梁の河床材料
は、概ね同様の粒度組
成を示す。

四十八ヶ瀬大橋の対象
となる常盤橋の河床材
料は、概ね同様の粒度
組成を示す。

調査期間中
の水温差：
約11℃

※流量は暫定値 ※流量は暫定値

8月以降も20℃以下

7月以降は20℃を超え、
高い時は25℃を超える

●・・・出水
（流量300㎥/s以上）
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常盤橋

出水
（6/19；747㎥/s）

今夏最大出水
（8/23；789㎥/s）

・確認種数では、黒部川で１８種（下黒部橋１５種、四十八ヶ瀬大橋１０種）、常願寺川で１６種（新幹線橋梁１４種類、常盤橋１２種）となり、黒部川の方

が種数は多い結果となった。一方、個体数では、黒部川でアユが２地点合計１１００尾採捕され、常願寺川合計７３３尾と比較すると約１．５倍多かった。

・調査回別のアユ採捕結果では、黒部川下黒部橋では、連携排砂を伴う出水後は減少した。その後、第５回調査（7/20）では一時増加したが、徐々に減少傾向

となった。黒部川四十八ヶ瀬大橋では、第２回調査（6/12）で９８尾とまとまった群れを採捕することで多くなったが、その後は、多少の減少はあるものの

概ね５０尾程度で推移した。一方、常願寺川は、新幹線橋梁で第７回調査（8/20）でまとまった群れの捕獲により採捕数が多くなったが、それ以外は５０尾

程度で推移した。上流の常盤橋では、初回調査（5/27）で５０尾を超えたものの第２回調査以降は、２０尾以下で推移した。
採捕調査結果一覧

調査回別の採捕個体数・種数（上：黒部川、下：常願寺川）

（3）採捕結果

黒
部
川

常
願
寺
川魚類の総確認種数及び総採捕尾数

黒部川 常願寺川

※流量は暫定値
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・黒部川では連携排砂を伴う出水直後にアユの肥満度は低下傾向を示し、その後は緩やかな回復傾向を示した。また、連携通砂を伴う出水直後にも肥満度

は低下傾向を示した。

・常願寺川においても、6/19出水（747m3/s）、7/29出水（613m3/s）、今夏最大となる8/23出水（789m3/s）の後にアユの肥満度は減少傾向を示した。
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（4）黒部川及び常願寺川におけるアユの体長・体重・肥満度の時系列変化
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※H25流量は暫定値
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肥満度 ｋ（‰） = 体重（ｇ） ／ （体長（ｃｍ））３ × 1,000
出典：沼田真 「河川の生態学」（1993.4.1）
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河川　底生動物

５月 ５月 ９月 ９月 １１月 ５月 ９月 １１月 出し平ダムにおける流下土砂量 【単位:約万m3
】

【凡例】 平成25年度調査観測値（数値ラベル付） H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25
H24年度までの各既往調査時における観測値の最大値 172 80 46 34 70 59 6 9 28 51 24 12 35 37 16 39 44 18
H24年度までの各既往調査時における観測値の最小値 16 2 5 -24 -12
H24年度までの各既往調査時における観測値の平均値 ※マイナスは堆積を示す。

H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

山彦橋

土砂変動量

(下黒部橋)

種類別

採　取

構成比

個体数

山彦橋では、５月、９月調査の個体数、種数において、既往の観測値よりも低い値であった。下黒部橋では、いずれの時期も既往の観測値の変動範囲内であった。
山彦橋での優占種は、５月調査時では昆虫以外の動物、カゲロウ目、９月調査時はハエ目、カゲロウ目、１１月調査時ではカゲロウ目であった。
下黒部橋での優占種は、５月調査時ではハエ目、９月、１１月調査時ではカゲロウ目であった。

種数

[/0.1m2]

個体数

採　取

下黒部橋

個体数

[/0.1m2]

種類別

５月調査 ９月調査 １１月調査

構成比

排砂量

(山彦橋)

朝　日　町

入　善　町

魚　津　市

滑　川　市

新　潟　県

国土交通省 宇奈月ダム

関西電力 出し平ダム
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H24年度までの各既往調査時における観測値の最大値

H24年度までの各既往調査時における観測値の最小値

H24年度までの各既往調査時における観測値の平均値

平成25年度調査観測値（数値ラベル付）

▲3,670▲2,582
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河川　付着藻類

５月 ５月 ９月 ９月 １１月 ５月 ９月 １１月

出し平ダムにおける流下土砂量 【単位:約万m3
】

【凡例】 平成300 350 330 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25
H21年500 550 530 172 80 46 34 70 59 6 9 28 51 24 12 35 37 16 39 44 18
H21年100 150 130 16 2 5 -24 -12
H21年250 380 280 ※マイナスは堆積を示す。

H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

構成比

(下黒部橋)

(山彦橋)

種類別

採　取

細胞数

構成比

下黒部橋では９月調査の種数、クロロフィルａ量において、既往の観測値よりも低い値であった。その他は各地点、いずれの時期も既往の観測値の変動範囲内であった。
山彦橋での優占種は、５月調査時では珪藻類、９月、１１月調査時では藍藻類であった。
下黒部橋での優占種は、５月調査時では珪藻類、９月、１１月調査時では藍藻類であった。

細胞数

山彦橋 下黒部橋

採　取

排砂量

種数

[/0.5m2]

種類別

ｸﾛﾛﾌｨﾙa

[μg/cm2]

土砂変動量

５月調査 ９月調査 １１月調査

朝　日　町

入　善　町

魚　津　市

滑　川　市

新　潟　県

国土交通省 宇奈月ダム

関西電力 出し平ダム
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黒　部　市
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下黒部橋

山彦橋

N
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珪藻類 藍藻類 緑藻類 黄色鞭毛藻類 紅藻類
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H24年度までの各既往調査時における観測値の最大値

H24年度までの各既往調査時における観測値の最小値

H24年度までの各既往調査時における観測値の平均値

平成25年度調査観測値（数値ラベル付）
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海域　底生動物（代表４地点）

平成 300 350 330

【凡例】 H24年500 550 530
H24年100 150 130
H24年250 380 280

出し平ダムにおける流下土砂量 【単位:約万m3
】

H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25
排砂量 172 80 46 34 70 59 6 9 28 51 24 12 35 37 16 39 44 18

土砂変動量 16 2 5 -24 -12
※マイナスは堆積を示す

H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25
※網掛け表示は採取個体数が１個のみであった場合を示す。

(Ｃ点)

５月　　　９月 　 １１月

５月調査

構成比

種類別

個体数

構成比

(Ａ点)

個体数

種類別

５月　　　９月 　 １１月

９月調査

種数

[/0.1m2]

５月　　　９月 　 １１月５月　　　９月 　 １１月

個体数

[/0.1m2]

(生地鼻沖)

種類別

個体数

構成比

(河口沖)

構成比

個体数

種類別

１１月調査

５月　　　９月 　 １１月 ５月　　　９月 　 １１月

５月調査時、９月調査時、１１月調査時とも採取種数、採取個体数ともに既往の観測値の変動の範囲内であった。
５月調査時については、４地点ともゴカイ綱が多く採取された。９月調査時については、Ａ地点においてはニマイガイ綱が多く採取された。１１月調査時については、Ａ
地点、河口沖においてはニマイガイ綱が多く採取された。
※採取種数、採取個体数の推移は、資料２－② 27～28ページ参照

生地鼻沖河口沖Ｃ点

５月　　　９月 　 １１月

５月　　　９月 　 １１月

Ａ点
入　善　町
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N
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ゴカイ綱（環形動物門） ニマイガイ綱（軟体動物門） マキガイ綱（軟体動物門） 甲殻綱（節足動物門） その他 採取個体なし

H24年度までの各既往調査時における観測値の最大値

H24年度までの各既往調査時における観測値の最小値

H24年度までの各既往調査時における観測値の平均値

平成25年度調査観測値（数値ラベル付）

▲509

▲70

▲317

▲64

○314
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海域　底生動物（その他４地点）

【凡例】 H24年500 550 530
H24年100 150 130
H24年250 380 280

出し平ダムにおける流下土砂量 【単位:約万m3
】

H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25
排砂量 172 80 46 34 70 59 6 9 28 51 24 12 35 37 16 39 44 18

土砂変動量 16 2 5 -24 -12
※マイナスは堆積を示す

※平成7年～平成12年は調査対象外 ※平成7年～平成12年は調査対象外 ※平成7年～平成12年は調査対象外

H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25
※網掛け表示は採取個体数が１個のみであった場合を示す。

１１月調査

５月調査時、１１月調査時の荒俣沖漁礁、１１月調査時の赤川沖において、採取種数、採取個体数ともに既往の観測値よりも低い値であった。
５月調査時について、赤川沖地点において甲殻綱が多く採取された。
※採取種数、採取個体数の推移は、資料２－② 29～30ページ参照

種数

[/0.1m2]

個体数

[/0.1m2]

赤川沖横山沖荒俣沖魚礁

５月　　　９月 　 １１月 ５月　　　９月 　 １１月

飯野沖地引網漁場内２

５月調査

５月　　　９月 　 １１月５月　　　９月 　 １１月

５月　　　９月 　 １１月 ５月　　　９月 　 １１月

９月調査

個体数

種類別

５月　　　９月 　 １１月５月　　　９月 　 １１月

(赤川沖)

種類別

個体数

構成比

(横山沖)

種類別

個体数

構成比

構成比

(地引網漁場2)

(荒俣魚礁)
構成比

個体数

種類別

入　善　町
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黒　部　市
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Ａ点地引網漁場
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N

国土交通省 宇奈月ダム
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▲495 ▲356 ▲1,196

ゴカイ綱（環形動物門） ニマイガイ綱（軟体動物門） マキガイ綱（軟体動物門） 甲殻綱（節足動物門） その他 採取個体なし

H24年度までの各既往調査時における観測値の最大値

H24年度までの各既往調査時における観測値の最小値

H24年度までの各既往調査時における観測値の平均値

平成25年度調査観測値（数値ラベル付）

▲303

▲65

▲2,127
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海域　動物プランクトン

平成25年度調査観測値（数値ラベル付）

【凡例】 H24年500 550 530
H24年100 150 130
H24年250 380 280

出し平ダムにおける流下土砂量 【単位:約万m3
】

H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25
排砂量 172 80 46 34 70 59 6 9 28 51 24 12 35 37 16 39 44 18

土砂変動量 16 2 5 -24 -12
※マイナスは堆積を示す

欠測

H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

９月調査 １１月調査

構成比

個体数

構成比

５月調査

(Ａ点)

(Ｃ点)

種類別

(生地鼻沖)

種類別

個体数

構成比

(河口沖)

種類別

個体数

構成比

１１月調査時のＣ点、Ａ点、生地鼻沖の採取種類数を除き、５月調査時、９月調査時、１１月調査時とも既往の観測値の変動の範囲内であった。
また、各地点とも優占種は、５月調査時、９月調査時、１１月調査時ともに橈脚類の種であった。
※採取種数、採取個体数の推移は、資料２－② 31～32ページ参照

種類別

種数

[/m3]

個体数

[千個/m3]

生地鼻沖河口沖Ｃ点

個体数

Ａ点
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５月　　　９月 　 １１月 ５月　　　９月 　 １１月 ５月　　　９月 　 １１月 ５月　　　９月 　 １１月
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H24年度までの各既往調査時における観測値の最大値

H24年度までの各既往調査時における観測値の最小値

H24年度までの各既往調査時における観測値の平均値

平成25年度調査観測値（数値ラベル付）
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海域　植物プランクトン

平成25年度調査観測値（数値ラベル付）

【凡例】 H24年500 550 530
H24年100 150 130

H24年250 380 280

出し平ダムにおける流下土砂量 【単位:約万m3
】

H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25
排砂量 172 80 46 34 70 59 6 9 28 51 24 12 35 37 16 39 44 18

土砂変動量 16 2 5 -24 -12
※マイナスは堆積を示す

H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

５月　　　９月 　 １１月 ５月　　　９月 　 １１月

河口沖Ｃ点 生地鼻沖Ａ点

種数
[/L]

細胞数
[百万個/l]

ｸﾛﾛﾌｨﾙa
[μg/L]

細胞数

種類別

５月調査時の生地鼻沖、１１月調査時のＣ点、Ａ点、生地鼻沖の採取種類数を除き、５
月調査時、９月調査時、１１月調査時とも既往の観測値の変動の範囲内であった。
各地点とも優占種は、５月調査時、９月調査時ともに珪藻類の種であった。１１月調査
時は、珪藻類、クリプト藻類、その他（ハプト藻類、プラシノ藻類）の種で占められて
いた。
※採取種数、採取細胞数、クロロフィルａ量の推移は、資料２－② 33～34ページ参照

(生地鼻沖)

種類別

細胞数

構成比

(河口沖)

種類別

細胞数

構成比

種類別

細胞数

構成比

(Ａ点)

５月　　　９月 　 １１月 ５月　　　９月 　 １１月

構成比

(Ｃ点)
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